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大マゼラン雲は、最も巨大で明るい H ii領域である 30Dor以外にも、広範囲に活発な大質量星形成を示すこ
とで注目される。30Dorについては、銀河間相互作用に起因するガス流衝突が星形成をトリガーした可能性が
指摘されているが、それがどの程度一般性を持つかは明らかになっていない。大マゼラン雲のほぼ中央に位置
する H ii領域 N113に付随する分子雲の総質量は 4 × 105M⊙であり (Fukui+2008)、後期の進化段階 (Type III;
Kawamura+2009)に分類される。我々は同領域のALMA Cycle 3の 13CO(J = 2–1), H13CO+(J = 3–2)輝線等
のアーカイブデータを調べ、空間分解能∼0.1 pcの観測により、分子雲の大局的な構造から分子雲コアまでの詳細
な分布を明らかにした。H iおよびHαデータとも比較することより、主に以下のような結果が得られた。(1) 分
子雲は長さ約 20 pcの 2本のフィラメント状成分からなり、Hαの分布に沿ってV字型を形成する。(2) フィラメ
ントの一部でH13CO+によりトレースされる高密度部分が 7カ所程度存在する。(3) H iガスが付随しており、青
方偏移 (L)成分と銀河円盤 (D)成分が相補的に重なっている。 両成分の相対変位をガス雲衝突の解析によって求
めると、L成分が 50 pcほど東方に移動していたと推定される。以上の結果から、この領域では H iガスが銀河
円盤と衝突相互作用し、ガスを圧縮した可能性が考えられる。ガス速度から衝突時間スケールは 1 Myrと見積も
られ星団の年齢 (Bica+1996)とも矛盾がないことから、潮汐相互作用に起因する大質量星形成は銀河の南東にか
ぎらず、中央部でも働いていると推測され、潮汐相互作用の数値シミュレーションとも合致する。


